





















A study on the mechanism of biomolecular 






































































1mM AMP-PNPでは双頭キネシンは 6pNと 12pNに２つのピークを持つのに対し、単頭キネ


























述べたように、破断力分布は＋端方向では ADP状態で 3pN、ヌクレオチドなしでは 6pNで
あり、これは双頭キネシンでも単頭キネシンでも同様であった。このことはキネシン・微
小管単頭複合体に、ADP が結合すると弱結合（3pN）、解離すると強結合（6pN）の 2 状態
が存在することを意味する。そこで ADP濃度を０から１mMへと上げていくと弱結合の割
合が増えることを確認した。ところが、弱結合の割合の ADP濃度依存性が＋端方向破断と




















った。ところが、リン酸放出を遅くする BDM（2,3-butanedione monoxime）を加えると 7～8
倍ほど長くなった（100mMBDM によって Pi 放出が抑制されることを、マラカイトグリー
ン法によるリン酸定量のよって確認）。主状態は ATP 濃度の低下、あるいは ADP 添加によ
り長くなった。したがって 12nmサブステップは ATP結合によって、24nmサブステップは
リン酸放出により引き起こされることが強く示唆された。 
第七章では、本研究のまとめと、1 分子モーター研究における本研究の位置づけ、
そして今後の 1分子モーター研究のあり方について述べる。 
 
 
